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NASネームスペースでのデータボリュームの作成と
管理

NASネームスペースでのデータボリュームの作成と管理の概要

NAS環境でファイルアクセスを管理するには、Storage Virtual Machine（SVM）上でデ
ータボリュームとジャンクションポイントを管理する必要があります。これには、ネー
ムスペースアーキテクチャの計画、ジャンクションポイントが設定されたボリュームま
たはジャンクションポイントが設定されていないボリュームの作成、ボリュームのマウ
ントまたはアンマウント、およびデータボリュームや NFS サーバまたは CIFS サーバの
ネームスペースに関する情報の表示が含まれます。

ジャンクションポイントを指定してデータボリュームを作成す
る

ジャンクションポイントは、データボリュームの作成時に指定できます。作成したボリ
ュームはジャンクションポイントに自動的にマウントされ、NASアクセス用の設定にす
ぐに使用できます。

開始する前に

ボリュームを作成するアグリゲートがすでに存在している必要があります。

ジャンクションパスに次の文字を使用することはできません。 * # <> < | ？\

また、ジャンクションパスの長さは255文字以下にする必要があります。

手順

1. ジャンクションポイントを設定してボリュームを作成します。 volume create -vserver

vserver_name -volume volume_name -aggregate aggregate_name -size

{integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style {ntfs|unix|mixed} -junction-path

junction_path

ジャンクションパスはルート（/）で始まる必要があり、ディレクトリと結合されたボリュームの両方を含
めることができます。ジャンクションパスにボリュームの名前を含める必要はありません。ジャンクショ
ンパスはボリューム名に依存しません。

ボリュームのセキュリティ形式の指定は任意です。セキュリティ形式を指定しない場合、ONTAP

はStorage Virtual Machine（SVM）のルートボリュームと同じセキュリティ形式を使用してボリュームを
作成します。ただし、ルートボリュームのセキュリティ形式が、作成するデータボリュームに適用するセ
キュリティ形式と異なる場合があります。トラブルシューティングが困難なファイルアクセスの問題を最
小限に抑えるために、ボリュームの作成時にセキュリティ形式を指定することを推奨します。

ジャンクションパスでは大文字と小文字が区別されません。はと同じ /eng`です。 `/ENG`CIFS共有を

作成する場合、Windowsではジャンクションパスは大文字と小文字が区別されるかのように扱われます。

たとえば、ジャンクションがの場合、 `/ENG`CIFS共有のパスはではなくで `/eng`始まる必要があり

ます `/ENG。
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データボリュームのカスタマイズに使用できるオプションのパラメータが多数用意されています。詳細に
ついては、コマンドのマニュアルページを参照して `volume create`ください。

2. 目的のジャンクションポイントでボリュームが作成されたことを確認します。 volume show -vserver

vserver_name -volume volume_name -junction

例

次の例は、ジャンクションパスがである「home4」という名前のボリュームをSVM vs1上に作成し
`/eng/home`ます。

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume home4 -aggregate aggr1

-size 1g -junction-path /eng/home

[Job 1642] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1 -volume home4 -junction

                  Junction                 Junction

Vserver   Volume  Active   Junction Path   Path Source

--------- ------- -------- --------------- -----------

vs1       home4   true     /eng/home       RW_volume

ジャンクションポイントを指定せずにデータボリュームを作成
する

ジャンクションポイントを指定せずにデータボリュームを作成できます。作成したボリ
ュームは自動的にはマウントされず、NASアクセス用に設定することもできません。ボ
リュームに対してSMB共有またはNFSエクスポートを設定するには、ボリュームをマウ
ントする必要があります。

開始する前に

ボリュームを作成するアグリゲートがすでに存在している必要があります。

手順

1. 次のコマンドを使用して、ジャンクションポイントが設定されていないボリュームを作成します。

volume create -vserver vserver_name -volume volume_name -aggregate

aggregate_name -size {integer[KB|MB|GB|TB|PB]} -security-style

{ntfs|unix|mixed}

ボリュームのセキュリティ形式の指定は任意です。セキュリティ形式を指定しない場合、ONTAP

はStorage Virtual Machine（SVM）のルートボリュームと同じセキュリティ形式を使用してボリュームを
作成します。ただし、ルートボリュームのセキュリティ形式が、データボリュームに適用するセキュリテ
ィ形式と異なる場合があります。トラブルシューティングが困難なファイルアクセスの問題を最小限に抑
えるために、ボリュームの作成時にセキュリティ形式を指定することを推奨します。

データボリュームのカスタマイズに使用できるオプションのパラメータが多数用意されています。詳細に
ついては、コマンドのマニュアルページを参照して `volume create`ください。

2. ボリュームがジャンクションポイントなしで作成されたことを確認します。 volume show -vserver
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vserver_name -volume volume_name -junction

例

次の例は、ジャンクションポイントにマウントされない「 sales 」という名前のボリュームを SVM vs1 上に
作成します。

cluster1::> volume create -vserver vs1 -volume sales -aggregate aggr3

-size 20GB

[Job 3406] Job succeeded: Successful

cluster1::> volume show -vserver vs1 -junction

                     Junction                 Junction

Vserver   Volume     Active   Junction Path   Path Source

--------- ---------- -------- --------------- -----------

vs1       data       true     /data           RW_volume

vs1       home4      true     /eng/home       RW_volume

vs1       vs1_root   -        /               -

vs1       sales      -        -               -

NASネームスペースで既存のボリュームをマウントまたはアン
マウントする

Storage Virtual Machine（SVM）ボリュームに格納されたデータへのNASクライアント
からのアクセスを設定するには、ボリュームがNASネームスペースにマウントされてい
る必要があります。現在マウントされていないボリュームは、ジャンクションポイント
にマウントできます。ボリュームをアンマウントすることもできます。

タスクの内容

ボリュームをアンマウントしてオフラインにすると、アンマウントしたボリュームのネームスペース内に含ま
れていたジャンクションポイントのあるボリューム内のデータも含め、ジャンクションポイント内のすべての
データにNASクライアントからアクセスできなくなります。

ボリュームへのNASクライアントアクセスを中止するには、ボリュームをアンマウントするだ
けでは不十分です。ボリュームをオフラインにするか、クライアント側のファイルハンドルキ
ャッシュを確実に無効にするためのその他の手順を実行する必要があります。詳細について
は、次のナレッジベースの記事を参照してください。 "ONTAP のネームスペースから NFSv3

クライアントを削除しても、ボリュームにアクセスできるようになります"

ボリュームをアンマウントしてオフラインにしても、ボリューム内のデータは失われません。また、既存のボ
リュームエクスポートポリシーと、ボリュームまたはディレクトリに作成されたSMB共有、およびアンマウ
ントされたボリューム内のジャンクションポイントは保持されます。アンマウントしたボリュームを再マウン
トすると、NASクライアントは既存のエクスポートポリシーとSMB共有を使用してボリュームに格納されて
いるデータにアクセスできます。

手順

1. 必要な操作を実行します。
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状況 入力するコマンド

ボリュームのマウント volume mount -vserver svm_name -volume

volume_name -junction-path

junction_path

ボリュームのアンマウント volume unmount -vserver svm_name

-volume volume_name

volume offline -vserver svm_name

-volume volume_name

2. ボリュームが目的のマウント状態になっていることを確認します。

volume show -vserver svm_name -volume volume_name -fields state,junction-

path,junction-active

例

次の例は、SVM「vs1」にある「sales」という名前のボリュームをジャンクションポイント「/sales」にマウ
ントします。

cluster1::> volume mount -vserver vs1 -volume sales -junction-path /sales

cluster1::> volume show -vserver vs1 state,junction-path,junction-active

vserver   volume     state     junction-path   junction-active

--------- ---------- -------- --------------- ----------------

vs1       data       online    /data           true

vs1       home4      online    /eng/home       true

vs1       sales      online    /sales          true

次の例は、SVM「vs1」にある「data」という名前のボリュームをアンマウントしてオフラインにします。

cluster1::> volume unmount -vserver vs1 -volume data

cluster1::> volume offline -vserver vs1 -volume data

cluster1::> volume show -vserver vs1 -fields state,junction-path,junction-

active

vserver   volume     state     junction-path   junction-active

--------- ---------- --------- --------------- ---------------

vs1       data       offline   -               -

vs1       home4      online    /eng/home       true

vs1       sales      online    /sales          true
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ボリュームマウントポイントとジャンクションポイントの情報
を表示します。

Storage Virtual Machine（SVM）のマウントボリューム、およびボリュームがマウント
されているジャンクションポイントに関する情報を表示できます。ジャンクションポイ
ントにマウントされていないボリュームを確認することもできます。この情報を使用し
て、SVMネームスペースを理解し、管理することができます。

手順

1. 必要な操作を実行します。

表示する項目 入力するコマンド

SVMのマウントされたボリュームとマウントされ
ていないボリュームに関する概要情報

volume show -vserver vserver_name

-junction

SVMのマウントされたボリュームとマウントされ
ていないボリュームに関する詳細情報

volume show -vserver vserver_name

-volume volume_name -instance

SVMのマウントされたボリュームとマウントされ
ていないボリュームに関する特定の情報

a. 必要に応じて、次のコマンドを使用してパラメ
ータの有効なフィールドを表示できます

-fields。 volume show -fields ?

b. パラメータを使用して、必要な情報を表示し `-

fields`ます。volume show -vserver

vserver_name -fields fieldname、……

例

次の例では、SVM vs1のマウントされたボリュームとマウントされていないボリュームの概要を表示します。

cluster1::> volume show -vserver vs1 -junction

                     Junction                 Junction

Vserver   Volume     Active   Junction Path   Path Source

--------- ---------- -------- --------------- -----------

vs1       data       true     /data           RW_volume

vs1       home4      true     /eng/home       RW_volume

vs1       vs1_root   -        /               -

vs1       sales      true     /sales          RW_volume

次の例は、SVM vs2上に配置されたボリュームの指定したフィールドに関する情報を表示します。
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cluster1::> volume show -vserver vs2 -fields

vserver,volume,aggregate,size,state,type,security-style,junction-

path,junction-parent,node

vserver volume   aggregate size state  type security-style junction-path

junction-parent node

------- ------   --------- ---- ------ ---- -------------- -------------

--------------- -----

vs2     data1    aggr3     2GB  online RW   unix           -             -

node3

vs2     data2    aggr3     1GB  online RW   ntfs           /data2

vs2_root        node3

vs2     data2_1  aggr3     8GB  online RW   ntfs           /data2/d2_1

data2           node3

vs2     data2_2  aggr3     8GB  online RW   ntfs           /data2/d2_2

data2           node3

vs2     pubs     aggr1     1GB  online RW   unix           /publications

vs2_root        node1

vs2     images   aggr3     2TB  online RW   ntfs           /images

vs2_root        node3

vs2     logs     aggr1     1GB  online RW   unix           /logs

vs2_root        node1

vs2     vs2_root aggr3     1GB  online RW   ntfs           /             -

node3
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